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（参考）中央油帯背斜南部（地形と地質の関係）

中央油帯背斜南部に，リニアメントは判読

されない。

中央油帯背斜南部周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.92修正
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（参考）中央油帯背斜南部（地質断面図：中部）

中央油帯背斜中部においては，中央油帯背斜軸部のリニアメントが，寺泊層と椎谷層，

あるいは椎谷層の砂岩と泥岩との岩相境界に対応する。

中央油帯背斜南部周辺の地質断面図

中央油帯背斜南部周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.93修正
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（参考）中央油帯背斜南部（地質断面図：南部）

中央油帯背斜南部においては，リニアメントは判読されない。

同背斜南部の西翼部においては，急傾斜を示す灰爪層以下の地層を不整合に覆って，

古安田層が分布する。

中央油帯背斜南部周辺の地質断面図

中央油帯背斜南部周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.94修正
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（参考）中央油帯背斜南部（柏崎平野南東縁のリニアメント）

中央油帯背斜南部の南方延長に分布するMⅠ面等に，柏崎平野南東縁のリニアメントが判読される。

判読されたリニアメントの延長部にリニアメントは判読されない。

中央油帯背斜南部の南方延長付近の空中写真判読図

H面群（MIS7）

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.96修正
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6.4.1.1 悠久山断層（空中写真判読図）

文献に示される活断層の位置にほぼ対応し

て，名木野町付近から鷺巣町付近までの間

において，ほぼNNE-SSW方向の約13km

間に，LA～LCリニアメントが判読される。

悠久山断層周辺の空中写真判読図

（MIS7）

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.106修正
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6.4.1.3 山本山断層（空中写真判読図）

「［新編］日本の活断層」（1991）によ

り示される活断層あるいは推定活断層の位

置に対応して，ほぼN-S方向にLA及びLBリ

ニアメントが判読される。

上記のリニアメントに雁行して，WNW-

ESE〜NW-SE方向にLBリニアメントが判

読される。

N-S方向に連続するリニアメントの西側の

H面及びMⅡ面上に，傾動が認められる。

山本山断層周辺の空中写真判読図

(MIS7)

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.118修正
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6.4.1.4 水上断層（文献調査・空中写真判読図）

「［新編］日本の活断層」（1991）は，NE-SW方向の「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」を

示している。

上記の推定活断層に並行してLCリニアメントが断続的に判読され，これらに斜交するN-S方向のLCリニアメ

ントが判読される。

水上断層周辺の空中写真判読図

(MIS7)

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.123修正
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6.4.1.4 水上断層（地質図）

リニアメントは，灰爪層，駒の間層及び久米層に

位置し，岩相との対応は認められない。

水上断層周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.124修正
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6.4.1.4 水上断層（地質断面図）

リニアメントは，一部で灰爪層と久米層との岩相境界に対応するものの，大部分で岩相との対応は認

められない。

リニアメントに対応する断層の存在を否定することはできない。

水上断層周辺の地質断面図

水上断層周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.125修正
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6.4.1.6 雁海断層（文献調査・空中写真判読図）

「［新編］日本の活断層」（1991）は，WNW-ESE〜NW-SE方向の「活断層であると推定される

もの（確実度Ⅱ）」を示している。

上記の推定活断層の位置に並行して，２条のリニアメントが断続的に判読される。北西側のものはLD

リニアメントからなり，南東側のものはLCリニアメントからなり，その南東端部でLDリニアメントが

判読される。

雁海断層周辺の空中写真判読図

H面群（MIS7）

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.133修正



166

6.4.3 細越断層（文献調査・空中写真判読図）

「［新編］日本の活断層」（1991）は，「活断層であると推定されるもの（確実度Ⅱ）」を長

さ約7km，活動度B級として細越断層を示している。

同文献に示される断層にほぼ対応して，長さ約2km間に，LCリニアメント及びLDリニアメント

がほぼ連続的に判読される。

細越断層周辺の空中写真判読図

(MIS7)

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.166修正
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6.4.3 細越断層（地質図）

細越断層周辺において，丘陵部は和南津層・灰爪

層以下の地層からなり，丘陵斜面に久米層（前期

更新世末期）が広く分布する。

丘陵斜面基部には段丘堆積物が分布し，低地は沖

積層からなる。

細越断層周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.167修正
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6.4.3 細越断層（地質断面図）

文献に示される断層周辺に認められる北西上がりの撓曲構造を横断して，久米層はほぼ水平に分布する。

リニアメントの一部は，久米層と西山層との岩相境界に対応することから，その両側に分布する岩石の岩

質の差に起因した侵食地形と判断される。

細越断層周辺の地質断面図

細越断層周辺の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-1

P.169修正
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概要

柏崎刈羽原子力発電所 長嶺背斜及び高町背斜

（褶曲構造の活動性確認）

・ボーリング調査

・反射法地震探査

真殿坂断層

（後谷背斜の活動性確認）

・ボーリング調査

日吉小学校南西の断層露頭

・反射法地震探査の解析

寺尾付近の断層

（性状確認）
・トレンチ調査

・ボーリング調査

敷地前面沿岸海域の背斜構造

・他機関の海上音波探査記録の解析

敷地近傍の追加地質調査一覧

敷地近傍に分布する断層が，震源として考慮すべき活断層に該当するか否かについて検討するため，
適合性審査における議論を踏まえ，新たに下記の追加地質調査を行った。

調査地点 目　　的 調査手法 調査概要
本数：30本程度

深さ：約50ｍ程度

本数：10本程度

深さ：約50ｍ程度

[大]：幅約２ｍ×奥行き約15ｍ×高さ約10ｍ

[小]：幅約1.5ｍ×奥行き約３ｍ×高さ約数10㎝

本数：各地点で10本程度

深さ：約50～150ｍ程度

反射法地震探査 ４測線で各１～２㎞程度

北－２測線

長嶺・高町背斜の活動性確認

断層の位置・性状・形状等の確認寺尾付近

長嶺・高町背斜
（計４地点）

ボーリング

後谷背斜の活動性確認 ボーリング

ボーリング

トレンチ

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.1修正

長嶺背斜
高町背斜

（計４地点）

長嶺背斜及び高町背斜の活動性確認
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概要

柏崎刈羽
原子力発電所 五日市地点

刈羽地点

下高町地点

長崎地点

北-2測線

追加地質調査の結果を踏まえ，敷地近傍で確認された褶曲構造及び文献で示された断層は，
震源として考慮する活断層ではないと評価した。

真殿坂断層寺尾付近の断層

寺尾周辺の地質断面図

西山層

古安田層

番神砂層
大湊砂層

椎谷層

日吉小学校南西の断層露頭

長崎測線の深度断面及びその解釈

ボーリング調査結果によると，古安田層中に分布する刈羽テ

フラ（ｙ-1）及び阿多鳥浜テフラはほぼ水平に分布している

ことから，古安田層に変位・変形を与えておらず，後期更新

世以降の活動は認められないことから，将来活動する可能性

のある断層等ではないと判断される。

トレンチ調査及びボーリング調査結果によると，地下深部

に連続せず，変位の累積性が認められないことから，震源

として考慮する活断層ではないと判断される。

敷地前面沿岸海域の背斜構造

反射法地震探査及びボーリング調査結果によると，当該断層周辺に

地下深部に連続する断層は認めらず，当該断層の走向延長位置に分

布する大坪層以上の地層はほぼ水平に分布し，断層構造は認められ

ないことから，当該断層は震源として考慮する活断層ではないと判

断される。

海上音波探査結果によると，D層以下の地層を変形させて

いるものの，その北西翼においてC層がD層を顕著な傾斜不

整合で覆っておりC層は緩傾斜を示すこと，背斜軸部を横

断して分布するB〜Bu層及びA層に背斜構造と調和的な構

造は認められないことから，Ｃ層上部堆積期以降の活動は

なく，後期更新世以降の活動は認められないことから，震

源として考慮する活断層ではないと判断される。

WM-6測線の時間断面及びその解釈

長嶺背斜及び高町背斜

五日市地点周辺の地質断面図

長崎地点周辺の地質断面図

反射法地震探査及びボーリング調査結果によると，古安田

層以上の地層がほぼ水平に分布し，褶曲構造に調和する構

造が認められないことから，古安田層に変位・変形を与え

ておらず，後期更新世以降の活動は認められないことから，

震源として考慮する活断層ではないと判断される。

北－２測線地質調査結果

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.2修正
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４．敷地近傍の地質構造

柏崎刈羽
原子力発電所

北－２測線及びＫＫ－Ｔ２測線は，敷地の北方約２．５kmに位
置し，後谷背斜，真殿坂向斜，長嶺背斜を横断する測線であり，
油圧インパクター１台で反射法地震探査を実施した。

ＭＬ０８－１線は，敷地の北側に位置し，後谷背斜，真殿坂向斜，
長嶺背斜を横断する測線である。バイブレータ－４台とエアガン
で反射法地震探査及び海上音波探査を実施した。

ＫＫ－Ｔ４測線及びＫＫ－Ｔ３測線は，敷地
の南方約２．５kmに位置し，高町背斜を横断
する測線である。油圧インパクター１台で反
射法地震探査を実施した。

南－１測線は，敷地の南方約３．５kmに位置
する測線である。バイブレーター１台で反射
法地震探査を実施した。

敷地近傍陸域の地質図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.14修正
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４．敷地近傍の地質構造（反射法地震探査結果（北-2測線＋KK-T2測線）統合解析結果）

←W E→

（縦：横 ＝ 1：1）

-500

-900
1500 2500 3000 3500

距離（m）
2000

標
高

（m）

100
0

-500

標
高

（m）

100
0

4000

後谷背斜 真殿坂向斜 長嶺背斜

長嶺背斜の東側において，灰爪層以下の地層は，大局的には緩やかな向斜構造を示し，西山層

以下の地層に，数本の西傾斜の逆断層が認められるが，それらは深部まで連続しない。

10005000
-900

北−２測線及びKK-T2測線の深度断面及びその解釈

（註）テフラ名は，敷地内調査結果，
岸・宮脇（1996）による

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.15修正
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４．敷地近傍の地質構造（KK-T4測線＋KK-T3測線）

←W E→

（縦：横 ＝ 1：1）

高町背斜の東側においては，灰爪層以下の地層は緩やかな向斜構造を示す。

-500

-1500
500

標
高

（m）

-1000

0

100

-500

100

1000

標
高

（m）

0

高町背斜

KK-T3測線及びKK-T4測線の深度断面及びその解釈

（註）テフラ名は，敷地内調査結果，岸・宮脇（1996）による

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.17修正



18

４．敷地近傍の地質構造（反射法地震探査結果（南-1測線））

←W

（縦：横 ＝ 1：1）
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高町背斜
E→

南−１測線の深度断面及びその解釈

灰爪層以下の地層は，平野内はやや波状を呈するものの，西傾斜の緩やかな同斜構造を示す。

これらの調査結果から確認された背斜構造について，震源として考慮する活動層か否
かについて検討を行う。（６.真殿坂断層に関する評価，７.長嶺背斜及び高町背斜東翼
の断層に関する評価，１０.敷地前面沿岸海域の背斜構造に関する評価）

文献で指摘されている寺尾付近の断層（荒浜砂丘団体研究グループ（1993）），日
吉小学校南西の断層露頭（地学団体研究会新潟支部新潟県中越沖地震調査団編著
（2008））について検討する。（８.寺尾付近の断層に関する評価，９.日吉小学校南
西の断層露頭に関する評価）

（註）テフラ名は，敷地内調査結果，
岸・宮脇（1996）による

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.18修正
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7．長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層に関する評価（調査位置図）

長嶺背斜及び高町背斜及びその延長部において，下図に示す４地点でボーリング調査と反射法地震探査を
実施した。

長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層調査位置図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.62修正
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7．長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層に関する評価（長崎地点）

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.66修正

長崎地点

灰爪層以下の地層に東傾斜の緩やかな褶曲構造が認められる。
灰爪層を不整合に覆って，大坪層以上の地層が分布し，いずれの被覆層にも灰爪層以下の褶曲構造
と調和的な構造は認められないことから，後期更新世以降の活動はないと判断される。

長崎地点周辺の地質断面図

長崎測線の深度断面及びその解釈

長崎地点調査位置図
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小括（長嶺背斜及び高町背斜東翼の断層に関する評価）

空中写真判読結果によると，長嶺背斜及び高町背斜の東翼を含め，寺泊・西山丘

陵の全域において，リニアメントは判読されない。

柏崎平野下にみられる長嶺背斜等の褶曲及び長嶺背斜の東翼にみられる撓曲を横
断して，MＩ面の標高分布に高度不連続は認められない。

長嶺背斜及び高町背斜周辺において，反射法地震探査及び群列ボーリング調査を
実施した結果によると，五日市地点及び長崎地点では，断層あるいは背斜構造を
覆って古安田層以上の地層がほぼ水平に分布している。

以上のことから，長嶺背斜及び高町背斜を形成する褶曲構造は，古安田層に変
位・変形を与えておらず，後期更新世以降の活動は認められないことから，震源
として考慮する活断層ではないと判断される。

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.67修正
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＜参考＞寺尾付近の断層に関する評価（寺尾地点に認められる断層条線からの応力場推定）

大円による投影 Tangent-lineation diagram

ミスフィット角

d＜10

10°≦d＜20°

20°≦d＜30°

30°≦d

算出した応力場での
理論スリップ方向

※大円は断層面（色はミスフィット角），
ベクトルは観察されたスリップ方向，○印
の色は理論上の変位センスを示す。

算出した応力場での
理論変位センス

逆断層センス

正断層センス

※図中の太矢印の始点は断層面の極の
方向，向きは上盤から見た下盤の運動
方向，色はミスフィット角を示す。

データの部分集合から推定される応力状態の分布（下半球等積投影図）

応力比φ＝
σ1－σ3
σ2－σ3

0°

90°

伏
角

0 1応力比φ

σ1 σ3

※断層組合せ数：5

119.4    85.4
230.3    1.7
0.31

119.4    85.4
230.3    1.7
0.31

多重逆解法を用いて推定された応力場は，

▲σ1（最大主応力）：

方位角119.4°，伏角85.4°

★σ3（最小主応力）：

方位角230.3°，伏角1.7°

応力比φ=0.31
である。

以上のことから，寺尾地点の古安田層以上

の地層に認められる断層条線から推定され

る応力場としては，鉛直に近いσ１軸とNE-
SW方向でほぼ水平のσ３軸をもつ正断層場

であると判断される。

多重逆解法結果

寺尾地点の古安田層以上の地層に認められる断層条線データに山路ほか（2011）による多重逆

解法を適用し，条線を説明する応力場を推定した。（全３２断層）

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.77修正
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９. 日吉小学校南西の断層露頭に関する評価

灰爪層

西山層

古安田層
大坪層大坪層

安田層下部層

大湊砂層

地学団体研究会新潟支部新潟県中越
沖地震調査団編著（2008）に示さ
れる断層周辺は，近接する南-1測線
及び長崎測線の反射法地震探査結果
によると，当該断層位置周辺に地下
深部に連続する断層は認められない。

長崎測線のボーリング調査結果によ
ると，当該断層延長部付近の大坪層
以上の地層はほぼ水平に分布し，断
層構造は認められない。

以上のことから，当該断層は震源と
して考慮する活断層ではないと判断
される。

露頭の位置

地学団体研究会新潟支部新潟県中越沖地震調査団
編著(2008)による位置図に測線位置等を追記 地学団体研究会新潟支部新潟県中越沖

地震調査団編著(2008)による断層位置

長崎測線の深度断面及びその解釈

地学団体研究会新潟支部新潟県中越沖
地震調査団編著(2008)による断層位置

長崎地点周辺の地質断面図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.87修正
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まとめ

後谷背斜，真殿坂向斜を対象とした反射法地震探査，ボーリング調査結果によると，複数測線において古安

田層以上の地層がほぼ水平に分布し，褶曲構造に調和する構造が認められないことから，後谷背斜，真殿坂

向斜を形成する褶曲構造は，古安田層に変位・変形を与えておらず，後期更新世以降の活動は認められない

ことから，将来活動する可能性のある断層等ではないと判断される。

長嶺背斜及び高町背斜を対象とした反射法地震探査，ボーリング調査結果によると，複数測線において古安

田層以上の地層がほぼ水平に分布し，褶曲構造に調和する構造が認められないことから，長嶺背斜及び高町

背斜を形成する褶曲構造は，古安田層に変位・変形を与えておらず，後期更新世以降の活動は認められない

ことから，震源として考慮する活断層ではないと判断される。

寺尾付近の断層については，トレンチ調査及びボーリング調査結果によると，地下深部に連続せず，変位の

累積性が認められないことから，震源として考慮する活断層ではないと判断される。

日吉小学校南西の断層露頭については反射法地震探査及びボーリング調査結果によると，当該断層周辺に地

下深部に連続する断層は認めらず，当該断層の走向延長位置に分布する大坪層以上の地層はほぼ水平に分布

し，断層構造は認められないことから，当該断層は震源として考慮する活断層ではないと判断される。

敷地前面沿岸海域の背斜構造は，D層以下の地層を変形させているものの，その北西翼においてC層がD層

を顕著な傾斜不整合で覆っておりC層は緩傾斜を示すこと，背斜軸部を横断して分布するB〜Bu層及びA層

に背斜構造と調和的な構造は認められないことから，Ｃ層上部堆積期以降の活動はなく，後期更新世以降の

活動は認められないことから，震源として考慮する活断層ではないと判断される。

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-3

P.100修正
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3.1.1 概要（大湊側の地質・地質構造）

Ｄ
Ｄ

’

Ａ
Ａ

’

Ｂ
Ｂ

’

Ｃ Ｃ’

５号，６号及び７号炉周辺に分布する断層は，ＮＷ－ＳＥ～ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層としてＶ１断

層～Ｖ４断層，Ｖａ断層～Ｖｃ断層（Ｖ系断層），層理面に平行な断層としてＦ１断層※1～Ｆ４断層（Ｆ系断

層），ＥＮＥ－ＷＳＷ走向で低角度で南に傾斜するＬ1 断層とそれから分岐する層理面に平行なＬ2 断層及び

層理面に平行なａ断層※2とそれに合流する高角度のｂ断層※2からなる。

５号，６号及び７号炉付近（標高約－13m※3）の地質水平断面図

※1

a断層，ｂ断層については，７号炉

基礎掘削時に全て取り除いており，
現在は存在しない。

※2

５号炉の地質水平断面については，
５号炉試掘坑（標高-25ｍ～-30ｍ）
の水平断面を記載

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.14修正

※3

Ｆ１断層は，西山層上限面付近には
分布しない。
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3.1.1 概要（敷地内断層と褶曲構造との関係 ）

褶曲に伴う断層のイメージ

低角系断層（Ｆ系断層）

プランジに伴う断層のイメージ

敷地内断層は，褶曲軸や層理面との関係から，おもに褶曲軸に直交する「高角系断層（Ｖ系断層）」，層理

面に平行な「低角系断層（Ｆ系断層）」等に分類され，地層が褶曲する際に形成された断層であり，地震を

起こすようなものではないと考えられる。

敷地の新第三系～第四系下部更新統に認められる褶曲運動は，古安田層に変位・変形を与えていないことか

ら，後期更新世以降の活動はなく，Ｖ系断層及びＦ系断層についても活動性はないものと判断される。

敷地内断層と褶曲構造と関係図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.19修正



Ｆ2断層（V2-2孔 標高36.5m
（深度63.5ｍ）付近）

※走向・傾斜は偏角補正済み

※断層の走向・傾斜は
代表的な値を表記

Ｆ3断層の条線方向

N1W17W

※走向・傾斜は偏角補正済み

42

3.1.4 Ｆ系断層（Ｆ系断層の性状）

大湊側の西山層上限面付近に分布するＦ系断層は，NNW-SSE走向で西に緩く傾斜する層理面

に平行な断層で，下位からＦ2，Ｆ3 及びＦ４断層からなる。

Ｆ2断層は，幅1㎝～10㎝ 程度の破砕部及びフィルム状～幅0.5㎝程度の黒色粘土を伴い，Ｆ3

断層は，幅0㎝～17㎝ 程度の破砕部及びフィルム状～幅5㎝程度の黒色粘土を伴う。

条線方向はばらついているが，Ｖ系断層を基準とすると逆断層的な変位を示す。

西山層

Ｆ3断層（６号炉B-E坑北側壁）

黒色粘土

破砕部

西山層

西山層

1㎝

Ｆ系断層の分布と性状

1㎝

粘土

西山層

西山層

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.42修正

V2-2孔位置図

５号炉６号炉７号炉

V2-2孔

Ｆ４断層の記載もれのため追記
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3.2.1 概要（荒浜側の地質・地質構造）

１号炉 ２号炉

３号炉 ４号炉

１号～４号炉周辺に分布する断層は，ＮＮＷ－ＳＳＥ走向で高角度の断層として３Ｖ－１断層～３Ｖ－５断

層（Ｖ系断層），西山層の層理面に平行な断層としてＦ５断層（Ｆ系断層），ＮＷ－ＳＥ走向で中角度北東傾

斜の①断層とＮＷ－ＳＥ走向高角度南西傾斜の②断層及びＮＮＥ－ＳＳＷ走向で高角度東傾斜のα・β断層

からなる。

A A’

Ｂ
’

Ｂ

α

β

西山層西山層
灰爪層

古安田層

古安田層

①

②

②

１号～４号炉付近（標高約－39m）の地質水平断面図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.50修正



西山層

古安田層

椎谷層

西山層

新期砂層

３・４号炉心を通る汀線平行方向の地質鉛直断面図

古安田層

一連の正断層

Ｆ５断層

Ｆ5断層及び一連の正断層の関係模式図

低角度断層

高角度断層

80

3.2.5 Ｆ系断層

荒浜側の西山層上限面付近に分布するＦ５断層は，西山層中に層理面とほぼ平行に分

布しており，西山層の褶曲運動に伴って形成された層面すべり断層と判断される。

Ｆ5立坑調査では，Ｆ５断層が古安田層と接する位置付近の古安田層中に高角度断層，

西山層上限面付近に低角度断層が分布していることを確認した。条線の方向や変位

センスからＦ５断層の最大傾斜方向の運動，高角度断層及び低角度断層は一連の正断

層として活動したと判断される。

Ｆ5断層及び一連の正断層については，①地形，②地質・地質構造及び③応力場等の

観点から検討を行った。

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.80修正
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4.耐震重要施設及び常設重大事故等対処施設付近の地質・地質構造

敷地内に設置される耐震重要施設※1及び常設重大事故等対処施設※2は，①西山層に直接基礎で岩着させるもの，②西山層に杭
基礎で岩着させるもの，③古安田層に直接基礎で設置させるものに分類される。新規制基準ではこれら施設を「将来活動する可
能性のある断層等の露頭がないことを確認した地盤に設置すること」とされている。

したがって，①及び②の施設については西山層に，③の施設については施設を設置する古安田層に「将来活動する可能性のある
断層等の露頭がないことを確認」する。

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

敷地内の地質構造図

【凡例】

：西山層中の断層

：古安田層及び大湊砂層・番神砂層以浅の断層（補足説明資料参照）

・西山層上限面に分布する断層を表示
・原子炉建屋及びタービン建屋については，
基礎底面位置に分布する断層を表示

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.149修正

※１：耐震設計上の重要度分類Ｓクラスの機器及び系統を支持する建物及び構築物

※２：常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対処施設（耐震重

要施設を除く）

Ｆ４断層の記載もれのため追記

記載見直し
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4.1 西山層支持の施設（1）

【凡例】

：西山層中の断層

：古安田層及び大湊砂層・番神砂層以浅の断層（補足説明資料参照）

：西山層支持の施設

西山層に支持される施設には，下図に示すとおり，原子炉建屋や廃棄物処理建屋等がある。

地質調査結果より，西山層にみられる褶曲構造は古安田層に変位・変形を与えていないこと，主要な断層の

活動性については，試掘坑及び立坑調査などにより古安田層に変位・変形を与えていないことを確認してい

ることから，後期更新世以降の活動は認められず，西山層に支持される施設下に将来活動する可能性のある

断層等はないと判断される。 西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

敷地内の地質構造図

・西山層上限面に分布する断層を表示
・原子炉建屋及びタービン建屋については，
基礎底面位置に分布する断層を表示

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.151修正

Ｆ４断層の記載もれのため追記
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4.1 西山層支持の施設（2）－大湊側の施設－

西山層支持施設のうち，大湊側には耐震重要施設のタービン建屋，コントロール建屋及び軽油

タンク，並びに常設重大事故等対処施設の廃棄物処理建屋，格納容器圧力逃がし装置及び常設

代替交流電源設備は，原子炉建屋の近傍に位置している。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ位置図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.152修正

軽油タンクの移送系配管追記
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4.1 西山層支持の施設（3）－６号炉汀線直交断面－

西山層中にＦ1～ Ｆ4，V2，

Vc，L1，L2断層が分布し

ている。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

断面位置図 廃棄物
処理建屋

コントロール建屋

断面図（Ａ－Ａ’）

軽油タンク

格納容器圧力逃がし装置

※いずれも投影位置

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.153修正

軽油タンクの移送系配管追記
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4.1 西山層支持の施設（4）－７号炉汀線直交断面－

西山層中にＦ1～ Ｆ3，

V1， Va，Vb，L1，L2断

層が分布している。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

常設代替交流電源設備

断面図（Ｂ－Ｂ’）

断面位置図 軽油タンク

格納容器圧力逃がし装置

※いずれも投影位置

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.154修正

軽油タンクの移送系配管追記
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4.1 西山層支持の施設（5）－５号炉汀線直交断面－

西山層中にＦ1～ Ｆ4，V３，

V４断層が分布している。

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

新期砂層・沖積層(Ｃ)

断面図（Ｄ―Ｄ’）

断面位置図

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.155修正

軽油タンクの移送系配管追記
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4.1 西山層支持の施設（6）－５・６・７号炉汀線平行断面－

西山層中にＦ1～ Ｆ3，

V1 ～ V4， Va～ Vｃ ，

L1，L2断層が分布して

いる。

常設代替交流電源設備

西山層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

断面図（Ｃ－Ｃ’）

断面位置図
廃棄物処理建屋

コントロール建屋

※廃棄物処理建屋及び
常設代替交流電源設備は投影位置

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.156修正

軽油タンクの移送系配管追記
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4.2 古安田層支持の施設

古安田層に支持される施設には，海水貯留堰と取水路がある。

【凡例】

：西山層に確認される断層

：古安田層及び大湊砂層・番神砂層以浅に確認される断層（補足説明資料参照）

：古安田層支持の施設

古安田層支持の施設

1.耐震重要施設 2.常設重大事故等対処施設

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2. ５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

敷地内の地質構造図

・西山層上限面に分布する断層を表示
・原子炉建屋及びタービン建屋については，
基礎底面位置に分布する断層を表示

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-４

P.159修正

Ｆ４断層の記載もれのため追記



本資料のうち，枠囲みの内容は機密事項に属しますので，公開できません。

平成29年8月
東京電力ホールディングス株式会社

柏崎刈羽原子力発電所６号及び７号炉

敷地の地質・地質構造について
【補足説明資料】
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9.1 施設位置と基盤上限面の関係

○上限面図は，ボーリング等のデータに基づき，コンピュータによる面補間アルゴリズム
を用いて作図したものである。今後の調査・解析等により一部変更する可能性がある。

施設位置と基盤上限面の関係

1.耐震重要施設※１ 2.常設重大事故等対処施設※２

1-1.原子炉建屋（主排気筒含む） 2-1.廃棄物処理建屋

1-2.タービン建屋 2-2.５号炉原子炉建屋（緊急時対策所含む）

1-3.コントロール建屋 2-3.格納容器圧力逃がし装置

1-4.軽油タンク 2-4.常設代替交流電源設備

1-5.海水貯留堰 2-5.取水路

2017年6月16日
まとめ資料 資料1-5

P.148修正

※１：耐震設計上の重要度分類Ｓクラスの機器及び系統を支持する建物及び構築物

※２：常設耐震重要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設置される重大事故等対処施設（耐震重

要施設を除く）

記載見直し


